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4.4 かさ歯車

　かさ歯車とは、交わる 2 軸間に運動を伝達する円す
い形の歯車です。歯すじの形により、すぐばかさ歯車、
まがりばかさ歯車、ゼロールベベルギヤ、はすばかさ
歯車などに分類されますが、要するにたがいにすべる
ことなく接するピッチ円すい面をもった歯車です。
　歯数 z1 の小歯車と歯数 z2 の大歯車が軸角 Σ（交わる
2 軸の角度）にてかみ合うとき、それぞれの基準円すい
角 δ1、δ2 は次のように計算されます。

　　tan δ1 = 

　　tan δ2 =  

　この軸角 Σ は直角が最も多いのですが、それ以外に
も鋭角や鈍角で使用されることもあります。このよう
に鋭角や鈍角で使用されるかさ歯車のことを斜交かさ
歯車といいます。図 4.8 は鈍角かさ歯車を示しています。
　軸角 Σ  =  90°のとき、式（4.20）は次のようになります。

　　δ1  =  tan−1

　　δ2  =  tan−1

　軸角 Σ = 90°で歯数比 z2 / z1 = 1 のかさ歯車のことをマ
イタ歯車といいます。

　図 4.9 にはかさ歯車のかみ合いを示しました。
　このようにかさ歯車のかみ合いは、必ず相手歯車と
対で考えなければなりません。決められた歯数の組合
せ以外では、正しくかみ合わせることはできないので
す。
　かさ歯車のかみ合いは、図 4.9 のように正面を基準に
考えれば、平歯車のかみ合いに近似させることができま
す。
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図4.8　かさ歯車の基準円すい角

図4.9　かさ歯車のかみ合い
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